
事業概要
空家等管理活用支援法人の普及には、行政と民間団体の相互理解と協力体制の構築が必要です。仕組みを十分理解しないまま
指定することは、運営上危険であるため、法人指定前の相互理解と体制作りを目的としたサポート事業を行います。

取組内容及び成果

１、支援法人ガイドブック

当団体が今まで行ってきた空き家の行政と
の協業で行ってきた取り組み事例や、法律
の専門家からのレクチャーをもとにこれから
支援法人を指定してく行政または指定され
る民間業者等のみなさんに支援法人の理
解を深めていただくためのガイドブックを作
成

２、支援法人診断サイト

本事業の５モデル地区のヒヤリングをもとに、
支援法人指定するまえの準備しなければ
ならないことや個々の力量を明確にするこ
とを目的とした診断サイト。

３、全国市町村診断サイト結果集計

上記の診断サイトの結果を集計し
その結果を当団体ホームページにて
公表します。

活動地域 高知県大豊町、土佐市、中土佐町、静岡県森町、福井県美浜町

事業
スキーム

事業者情報

団体名 特定非営利活動法人ふるさと福井サポートセンター

所在地 福井県三方郡美浜町木野21-4-17

設立時期 2010年7月

団体ＨＰ www.furusato-fukui.com

特定非営利活動法人ふるさと福井サポートセンター

凡例 …実施事業者 …自治体 …その他連携先

①支援法人ガイドブックの作成
②空き家マッチングサイクル整理・拡充
③支援法人における市町村・民間事業者の役割分担
④協力自治体（支援法人指定希望自治体）への調査ヒヤリング
⑤診断サイトの作成
⑥協力自治体の診断サイトの使用依頼とアドバイスの実施
⑦空家等対策計画作成済み自治体へ診断サイト利用依頼と

 ガイドブック配布及びまとめ
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１・事業のきっかけ

空き家問題解決には早期決断が必要
早期決断には行政と民間の協働

ふるさぽの経験から 互いの環境と体制を理解が必要

思いのズレが発生

成果がうまれにくい（仮説）
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２・互いの環境と体制を理解するために

① ガイドブック作成

② 診断サイトの作成

③ アンケートの実施

5モデル地区の
ヒヤリング
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３・事業を行っての気づき

・行政側支援法人へ取組みたいが
準備に手間が掛けられない

・民間側 スキル高い
今すぐにでも指定した方がよい

・診断にて支援法人取組業務が明確

・具体的な業務落とし込みには
サポートが必要
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４・今後の展開

ガイドブックにて
支援法人を理解

業務準備
手順を明確に

診断サイトで
互いの力量
方向性明確に

業務の実施へ

支援法人
指定

行政・民間サポートする
必要あり
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